
1.はじめに 

昔から、老いは目と歯から始まるといわれています。特に、近くが見づらくなることに始まる老眼は、機能的な

衰えを自覚する最初の症状ではないでしょうか。 

老眼の初期には、老眼であることを認めたがらなかったり、老眼鏡をかけることに抵抗がある患者さんも多いと

思います。しかし、老眼を軽くみて、市販の簡単な老眼鏡を適当に装用し、目に合わない老眼鏡を使用する

ことは、眼精疲労をはじめとした身体症状をきたす大きな原因になります。 

このホームページを読んでいただくことにより、自分の目に合った正しい老眼鏡を作ることがいかに大切であるか、

ご理解いただければ幸いです。 

2.どうして老眼になるの? 

目の中には水晶体という、カメラのレンズに相当する組織があり、遠く

のものや近くのものにピントを合わせる大切なはたらきをしています。近く

のものを見るときには、水晶体を吊り下げている毛様体小帯という線維

がゆるみ、その結果、水晶体の厚みが増して近くのものにピントを合わ

せることができます。 

しかし年齢とともに水晶体はかたくなり、毛様体小帯がゆるんでも水晶体の厚さを変えることができなくなっ

てきます。そのため、近くのものにピントを合わせることができなくなるのが、老眼です。＠＠＠＠＠＠＠＠＠
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今回のフジタガンカニュースは以上です。次号では引用の続編をお届け致しますので楽しみにー(^^)/。さて、

そろそろスギ花粉症の季節ですね！今年は花粉の飛散量がやや多い予報となっております…。僕も花粉症

なのでとても憂鬱です(-_-;)。お困りの方は遠慮なくご相談いただけたらと思いまので、仰って下さい(^^)/。    

※1…「めまい」が起きた場合、一般的には耳鼻科と

脳外科(もしくは神経内科)での検査が必要で「眼科

的な疾患でめまいは生じない」というのが通説です。 
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What’s 老眼？① 
今回のフジタガンカニュースでは「老眼(ろうがん)」について、皆さんと一緒に考えてみたいと思います。まずは

いつもながらの…私と患者さんとのやり取りのエピソードから行きましょう！ある土曜日の藤田眼科の診察で、

初診の方とのやり取りです。※イメージとして…「42歳には見えない美魔女、加えて子育てしながらバリバリと

仕事もこなすキャリアウーマンの女性が目の不調を訴えての受診、諸検査にて特段の異常は発見できず…

『年齢から考えて貴方の不調の原因は初期老眼だと思われますよ』と藤田が病状説明をした…」…という状

況を想像しながらこの後の文章を読んみてください。以下のその患者さんからの一言です。＠＠＠＠＠＠＠
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＠＠＠＠＠＠＠＠＠・・・私の年齢は 40歳を越えたけれど、まだまだ気持ちは若いしファッションもイケてるし

…先生！「近くが見えない事」が老眼なんでしょう？そりゃあ…最近目の不調はありますよ、お仕事も忙しいし

…『でっ！もっ！』(←ココは人差し指を立てるイメージでお願いします)私は「近くが見えてる」んだから…「老

眼」になんて…なってる筈がないじゃない？(微笑)。今、決算で書類が立て込んでて…パソコン仕事も多いし、

どうせ流行りのドライアイ？かなんかでしょうーもう嫌だわ、先生ったらー。＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
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この文章を読まれてどう感じられるか？は、読者の方々それぞれの「個人の自由」ですが…(^_^；)。一

般に、老眼の発症年齢には個人差があまりないと考えられており、ほぼすべての方が 40-45歳で何らかの症

状を自覚することになります。また、最初に自覚する症状は「近くが見えない」という訳ではなく「なんとなく近く

がボヤケル(頑張れば見えます)」とか…近くをみていて視線を遠くに移すとピントが合いにくいとか…また、若干

進行した老眼による症状としては頭痛や肩こり、目の重さや痛みなど…かなり多彩な症状を呈するようになっ

てしまいます。また、一般的に老眼でめまいを起こすことは無いと考えられていますが、老眼によって引き起こさ

れる眼精疲労の程度が強ければ…可能性として…めまいが起こったとしても理屈には合うので、ここは私の個

人的な意見ですが「老眼からめまいも起こり得る」と思います(もちろん脳外科や耳鼻科にて他の原因疾患が

否定される事が条件※1です)。ただし頻度としては稀でしょう、かなり眼精疲労が強い場合にのみという感じで

す。さて、老眼解説の「さわり」はこんな感じなのですが、ある意味体系的に老眼を説明した文章が必要です

よね？いつもの手法ですが、高名な先生の書かれた文章を拝借してみようと思います。 

 

日本眼科医会ホームページ：目についての健康情報:「40代で始まる目の老化」 

http://www.gankaikai.or.jp/health/37/ 

 

インターネット環境をお持ちの方は上のリンク先を開いて頂ければと思いますが、そうした環境がない方もあ

ると思います(当院はご高齢の患者さんも多いですし)。以下のその全文を掲載させて頂きますのでご一読頂

きたく存じます。＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
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今月のお知らせ
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